
第５学年２組 国語科学習指導案 

  令和３年１２月３日 第５校時      

場所   ５年 ２組教室  

児童数 男子２２名 女子１６名   

１.単元名 資料を用いた文章の効果を考え、それをいかして書こう

教材名「固有種が教えてくれること／統計資料の読み方・グラフや表を用いて書こう」

２．児童の実態と本単元の意図 

（１）児童について 

 本学級の児童は、様々なことに興味を持ち、意欲的に授業に参加できる児童が多い。また、男女共に仲が良く、

日頃から授業においても積極的に意見を交換する姿が見られる。 

これまでには、「きいてきいてきいてみよう」「みんなが過ごしやすい町へ」等の学習で、自分の考えを伝え合

う話し合い活動を経験してきた。自分の考えを持ち、伝えることはできたが、各々が友達の意見から自分の考え

を広げるまでには至らなかった。 

また、自分の考えに自信が持てず、一部の児童の発言で授業が進んでいくことも多いのが現状である。 

 説明文の学習では、１学期に「見立てる/言葉の意味がわかること」を通して、事例・理由や論の展開に着目

し、要旨を捉える学習をした。ワークシートを用いて文章の構成を確認し、そこから事実と筆者の主張を捉えて、

要旨をまとめることができるようになってきている。一方で、自分の力で最後まで書き上げることができない児

童もいた。 

埼玉県学力・学習状況調査の結果では、「情報の扱い方」、「話すこと・聞くこと・書くこと」の項目の正答率が

低く、課題が見られた。 

アンケートの結果は以下のとおりである。（学年）

している, 23

だいたいしている, 41

あまりしていない, 

9
していない, 2

前に学習したこと「はじめ、中、終わり

の文章構成や要点、要約、要旨のとらえ

方」を生かし、学習していますか。

している, 11

だいたいしている, 

39

あまりして

いない, 21

していない, 4

国語の言葉「筆者の主張、意図、事例」

などの言葉を使ってまとめていますか。

している, 48

だいたいし

ている, 24

あまりしていない, 3
していない, 0

友だちの考えを聞き、じぶんの考えやか

んそうをもっていますか。

している, 18

だいたいして

いる, 38

あまりしてい

ない, 15

していない, 4

『考えるときに使おう』を使って、自分

の考えをまとめていますか。

している, 

17

だいたいし

ている, 40

あまりして

いない, 14

していない, 4

『考えるときに使おう』を使って、友だ

ちに伝えていますか。



（２）単元について 

 本教材は、「読むこと」の説明的な文章教材「固有種が教えてくれること」と、「書くこと」の教材「グラフや

表を用いて書こう」で構成される複合単元である。指導の重点は、図表やグラフの扱い方にあり、特に気を付け

たいグラフなどの読み取りについては、情報「統計資料の読み方」で取り上げる。 

 「固有種が教えてくれること」は、「序論」「結論」に筆者の考えが書かれた双括型の文章である。形式段落ご

との主語が分かりやすく書かれているため、その段落が何について書かれているかとらえやすい。段落ごとの文

は、具体と抽象を行き来するため、形式段落ごとの要点を適切に捉え書かれている情報を整理しながら情報と情

報の関係を理解できるようになっている。 

また、地図や表、写真、グラフといった多様な資料を提示しながら筆者が主張を展開していく構成が特徴的な

文章である。固有種が日本の豊かで多様な自然環境の素晴らしさを伝えてくれる存在であることを、さまざまな

文章上の工夫を通して伝えようとしているため、日常生活では用いることのないような語句も多く出てくる。そ

のため、言葉の意味を調べながら文章を読み進める必要がある。 

 「グラフや表を用いて書こう」は、グラフや表を用いて自分の考えを裏付けながら、考えを述べる文章を書く

学習である。第一教材で学習した資料を用いて自分の考えに説得力を持たせる文章の書き方をいかし、自分の力

で文章を書かせることに取り組ませたい。本教材では、社会生活に関わる４つの資料が提示されており、社会に

対する見方や考え方を広げることができたり、友達の考えを知ることでさらに理解を深めたりすることもできる。 

また、資料を適切に読み取ることが自分の考えを裏付ける上で重要な意味を持つため、「情報-統計資料の読み

方」も合わせて指導できる。 

 

（３）指導について 

 本単元のゴールは、図や表を用いて自分の考えを伝える文章を書くことである。巻末教材を提示し、具体的イ

メージを持たせながら単元のゴールを明確に示し、見通しを持って学習を進められるよう指導していく。 

 「固有種が教えてくれること」では、まず、１学期の説明文で学習したことを想起させながら「初め」「中」「終

わり」の文章構成になっていることを捉えさせ、筆者の考えの中心を理解できるようにしたい。 

次に、筆者の考えに説得力を持たせるために散りばめられた資料を一つずつ理解させる必要があると考えた。

そこで、資料からどんな情報が読み取れるかを考えさせる活動を取り入れ、資料があることによって説明の内容

がより分かりやすく、説得力のあるものとなっていることを押さえたい。また、文章と資料の内容を照らし合わ

せる場面では、資料の効果をより深く考えるため、「資料の効果ランキング」を考える活動を取り入れる。必要感

のある資料を選び、グループでの対話を通して自分の意見をより明確なものにしたり、他のグループの意見から

自分の考えを見つめ直したりすることを通して、資料の効果を実感させたい。 

 第３次「グラフや表を用いて書こう」では、今までに読み取った「資料を用いた説明の工夫」を活用して、統

計資料を用いた意見文を書くことができるよう指導する。完成するまでに友達と読み合い、互いにアドバイスを

し合いながら、より説得力のある文章を書くことができるようにする。選んだ資料の提示の仕方と説明の文章が

適切に結びついているかを他者の目を通じて検証する活動を繰り返すことで、主体的に学びに向かう児童の育成

を目指す。 

 

３．研究主題との関わり 

（１）研究主題 

 

 

 

 

主体的に学びに向かう台小っ子の育成 

    ～知識の理解の質を高め、①確かな学力を育てる 

「伝え合い、学び合う」②授業づくり～③ 



（２）本単元で身につけさせたい基礎・基本 

【本単元で身に付けさせたい基礎・基本】 

○情報と情報との関係づけのしかた、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことができる。 

○引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することができ

る。 

〇目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つけたり、論の進め方について考えたり

することができる。 

〇粘り強く文章と図表などを結び付けて読み、筆者の主張を理解することができる。 

（３）研究の仮説に対する具体的な手立て   

 

 

 

 

【手立て】 

①学習活動の工夫 

本単元ではまず、既習事項を生かして文章構成を考え、全体の構成を確認する。本時では、資料の効果を

確かめるためにランキング形式で自分が最も効果的だと思われる資料を選ぶ。その活動を通して次時の「グ

ラフを用いて書こう」の学習に主体的に取り組むことができるようにする。 

②振り返りシートの工夫 

全時間を一枚で見渡すことのできるカードを使って、学習内容や学習活動を振り返るようにする。前時ま

での学習内容の理解や学習活動の内容を比較し、本時の振り返りにいかす。 

③板書の工夫 

本時では、文章の構成を押さえて論の進め方を確認するために、文章と資料を結びつけて視覚的に捉えや

すいようにする。 

 

  

 

【手立て】 

①対話的な学びの場 

自分の資料に対する考えを広げ深めるために、まず自分の考えをしっかりとノートにまとめる時間を確保

する。その後の交流で他者との考えの違いに触れるようにする。本時では、３人のグループを作り、一人一人

が表現できる場面を設定する。 

 ②全文・本文シートの活用 

文章構成を捉えるために全文シートを掲示し、筆者の主張と論の進め方を理解できるようにする。 

  また、本時では、文章と図表を関係づけながら資料の効果を捉えられるよう、本文の「中」にあたる③～⑩

段落の本文シートを活用し、ランキングを作成する。 

 

③言語環境を豊かにする工夫 

「考えるときに使おう」を掲示し、振り返りの時に活用したり、意見文を書く時に役立てたりする。 

 

 

 

〈仮説１〉 話や文章に含まれている情報と情報との様々な関係を適切に捉えて、思考力や判断力、

表現力などを働かせていけば、児童の知識・理解の質を高めることができ、主体的に学

びに向かう児童を育てることができるであろう。 

〈仮説２〉 取り出した情報について、整理の仕方、比較・分類の仕方、メモや記録の仕方、引用

などの仕方を知り、必要な語句やキーワードを適切に使って相手に伝えることができれ

ば、授業を通しての児童の「伝え合い、学び合う」力が高まるであろう。 



４．単元の目標 

（１）情報と情報との関係づけのしかた、図などによる語句と語句との関係の表し方を理解し使うことができる。 

〈知識及び技能（２）イ〉 

（２）引用したり、図表やグラフなどを用いたりして、自分の考えが伝わるように書き表し方を工夫することが

できる。                        〈思考力・判断力・表現力等 B（１）エ〉 

（３）目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必要な情報を見つけたり、論の進め方について考え

たりすることができる。                 〈思考力・判断力・表現力等 C（１）ウ〉 

（４）粘り強く文章と図表などを結び付けて読み、筆者の主張を理解しようとする。 

〈学びに向かう力、人間性等〉 

 

５．単元で取り上げる言語事項 

筆者の説明の工夫について考えをまとめて話し合ったり、学校図書館などを利用して調べた統計資料を根拠

に、意見文を書いたりする。（関連：言語活動例ア） 

 

６．単元の評価規準 

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力、人間性等 

① 情報と情報との関係づけの

しかた、図などによる語句と

語句との関係の表し方を理

解し使っている。〈（２）イ〉 

 

①「書くこと」において、引用し

たり、図表やグラフなどを用

いたりして、自分の考えが伝

わるように書き表し方を工夫

している。〈Ｂ（１）エ〉 

 ②「読むこと」において、目的

に応じて、文章と図表などを

結び付けるなどして必要な情

報を見つけたり、論の進め方

について考えたりしている。

〈Ｃ（１）ウ〉 

①粘り強く文章と図表などを結

び付けて読み、読み取った筆

者の工夫をいかして、統計資

料を用いた意見文を書こうと

している。 

 

７．指導と評価の計画（全１１時間扱い）  本時   ５/１１ 

次 時 主な学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 

第
１
次 

①
～
② 

 

① 「グラフや表を用いて

書こう」を参考にしな

がら、資料を用いた文

章を読んだり書いた

りする活動の見通し

を持たせる。 

② 統計資料の読み方を

理解し、文章を読むと

きにいかす。 

○学習の見通し 

○単元計画の組み方 

 

 

 

 

○統計資料の読み方 

 

・グラフや表を用いた意見文を書くため

に、巻末資料を活用し、意見文におけ

る資料の取り入れ方について学習す

るとともに、単元計画を立てる。 

 

 

・資料から情報を読み取り、本文と照ら

し合わせることで統計資料を用いた

意見文の書き方を知る。 



第
２
次 

③
〜
⑤ 

① 
 

③ 文章の構成を押さえ

て論の進め方を確認

し、文章の内容の大体

を捉える。 

 

④ 要旨をまとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 文章と資料を結び付

け、その効果を考え

る。 

（本時） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○論の進め方 

 

 

 

 

〇要旨のまとめ方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○意見文における資料の効

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・さまざまな話題が扱われる文章なの

で、筆者の考えと結び付けながら、論

の進め方を意識して読ませる。 

 

 

・筆者の考えの中でも最も伝えたいとこ

ろはどこか考えさせる。 

・共感、納得したところ、疑問をもった

ところを手がかりにまとめていく。 

【知】発言・記述 

情報と情報との関係づけのしかた、図

などによる語句と語句との関係の表

し方を理解し使っている。 

【態】観察・記述 

粘り強く、文書と図表などを結び付け

て読んで、説明の工夫や筆者の考えを

理解し、自分の考えをもとうとしてい

る。 

 

・資料重要度ランキングを作成し、主体

的に資料の効果について考えさせる。 

【思】発言・記述 

文章と資料を結び付けて内容を捉え

るとともに、その意図や効果を考えて

いる。 

 



第
３
次 

⑥
～
⑩ 

～ 

1
0 ⑥ これからの社会につ

いて自分の考えを持

ち、資料を探して、適

切なグラフや表を選

ぶ。 

 

⑦ 資料から分かる事実

とそこから伝えたい

ことを書き出し、文章

構成を考える。 

 

 

⑧⑨図表やグラフを用い

て、考えが伝わるよう

に書き表し方を工夫

し、下書きをまとめ

る。 

 

⑩ 下書きを推敲し、文章

を完成させる。 

○統計資料からの情報の読

み取り方（タイトル、縦

軸、横軸、変化からわかる

こと等） 

 

 

○資料から分かる事実、伝

えたいことの書き方 

○文章の構成の仕方 

 

 

 

○資料と文章を結び付けた

構成 

○考え方が伝わるよう書き

表すための工夫の仕方 

 

 

○推敲の仕方 

○既習事項をいかした説得

力のある意見文の作成の

仕方 

 

・調べる本や新聞、調べ方などは適宜助

言する。 

 

 

 

 

・まとめたものをペアで読み合い、資料

に合った「考え」かを検討させる。 

・考えを伝えるという目的を意識した上

で、本文とグラフや表をどのように結

び付けるかを考えさせる。 

 

・ここまでに確認した書き表し方のポイ

ントを参照し、文章を確認する観点を

共有する。 

【思】作成した意見文の記述 

引用したり、図表やグラフなどを用い

たりして、自分の考えが伝わるように

書き表し方を工夫している。 

【態】観察 

読み取った説明の工夫をいかして、統

計資料を用いた意見文を進んで書こ

うとしている。 

第
４
次 

⑪ 

 

⑪これまでに注意してき

た観点を意識して読み合

い、文章の良いところを

見つける。 

○単元の振り返り ・グループを変え、色々な児童と交流で

きるようにする。 

【思】観察 

図表の用い方などの観点で、互いの文

章のよいところを伝え合っている。 

【態】記述・発言 

単元全体の学習を振り返ろうとしてい

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



８ 本時の学習指導（5/11 時） 

 （１）目標 

  〇文章と資料を結び付けて内容を捉えるとともに、その意図や効果を考えることができる。 

 （２）評価規準 

  〇文章と資料を結び付けて内容を捉えるとともに、その意図や効果を考えている。 

〈思考力・判断力・表現力等 C（１）ウ〉     

 （３）展開  

学習活動 学習内容 指導上の留意点・評価 時間 

１ 前時の学習を振

り返り、本時の学

習課題をつかむ。 

 

・ めあてをノート

に書く。 

 

 

 

 

 

 

・学習計画を掲示し、見通しをもって取り組ま

せる。             提言５ 

・既習事項を掲示し、活用できるようにする。 

                【仮説１】 

  

     

３ 

 

 

 

 

 

２ 資料から分かる

情報を読み取る。

（個人・グループ

学習・全体） 

 

 

 

 

 

３ 資料重要度ラン

キングをグルー

プで話し合って

決める。 

（グループ・全体） 

  

 

 

４ 他のグループの

意見を聞いた上

で、個人でランキ

ングをつくる。 

 

５ 資料にはどんな

効果があるか、自

分の考えをまと

める。 

〇資料の効果 

・文章だけでは分か

らないことを補

い、視覚的に理解

できる。 

・具体的数値を示

し、主張を裏付け

ることができる。 

 

〇グループにおける

ランキングの決め

方 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・資料１、２、３・４のいずれか１枚を配布

し、資料から分かることを書き込み、発表さ

せる。         【仮説２】 

・本文シートに、資料から読み取った内容が本

文中のどこにあたるかを書き込ませる。 

・資料から読み取れる情報を引き出した上で、

本文と照らし合わせるようにすることで、資

料の効果を実感させる。      提言４ 

 

・説得力のある説明にするために、本文中の資

料を３つだけ用いるとしたらどの資料を選ぶ

か考えさせる。 

・それぞれの児童が資料に対する考えを議論す

ることができるよう、グループで１つランキ

ングを決める。 

・理由も合わせて考えるようにする。【仮説２】 

    

・グループや全体で話し合ったことも踏まえ

て、最終的な自分の資料重要度ランキングを

決める。 

 

 

〇文章と資料を結び付けて内容を捉えるととも

に、その意図や効果を考えている。（【思考・

判断・表現】〈発言・記述〉） 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

 

 

 

７ 

 

 

 

 

８ 

 

 

 

 

 

めあて 資料から分かることをまとめ、その効果に

ついて考えよう。 

まとめ 

資料は、自分の主張をより分かりやすくするため

に用いる。 

  



６ 本時の学習をふ

り返りまとめる。 

・ 本時の学習の確

認。 

・ 振り返りを書

く。 

・ 学習の自己評価 

 

 

 

 

・学んだことが分かるよう、板書を工夫する。 

                【仮説１】 

・今日の学習内容、自分が考えたこと、友達の

意見を聞いて深めた考えなどについて振り返

りを書く。       提言６【仮説２】 

・次時への学習の意欲につなげる。 

・本時の学習を通して、児童ができるようになっ

たことや力がついたことを教師が確認する。 
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（４）振り返りの例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【A の児童の振り返りの例】 

今日は資料の効果について学習しました。資料重要度ランキングをつくることを通して、資料は自

分の主張をより分かりやすくするために用いると分かりました。 

私は、資料２が重要だと考えましたが、「資料１が無いと日本とイギリスの似ている点が分かりづら

い」という友達の意見にも納得し、資料１も説明に重要な役割果たしていると考えました。 

私が意見文を書くときにも、効果的に資料を活用して文章をつくりたいです。 

【Ｂの児童の振り返りの例】 

今日は資料の効果について学習しました。資料重要度ランキングをつくることを通して、資料は自

分の主張をより分かりやすくするために用いると分かりました。 

私も資料を上手く活用して文章を書きたいです。 

 

【Ｃの児童の振り返りの例】 

今日は資料の効果について考えました。資料重要度ランキングをつくって話し合いをしました。資

料をたくさん使って分かりやすい文章になっていることが分かりました。 

評価場面 

【思考・判断・表現】 

〈評価方法〉ふりかえりシート 

◎文章と資料を結び付けて内容を捉えるとともに、

その意図や効果を考えている。 



９．板書計画 
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